
 

 

 

 

 

 

１．今年の気象と水稲の生育状況 

（１）気象（平均気温・日照時間・降水量）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇平均気温 

・5 月は平年並みかやや高く、6、7 月は平

年並みかやや低く推移しました。 

 

◇日照時間 

・5月第 2～4、6半旬（5/6～5/20、5/26

～5/30）は平年よりも長く、それ以外の

期間は、概ね平年並みかやや短く推移しま

した。 

 

◇降水量 

・5月は概ね平年より雨が少なく、6月は平

年よりも多く推移しました。7月は平年並

みです。 
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普及センターの HP 

◆５月上旬移植のコシヒカリでは、7月下旬頃に出穂します。中干しを終了し、間断かん

がいを行いましょう。「基肥＋追肥」体系の水田では、追肥の準備をしましょう。 

◆出穂期にはカメムシ類の防除を行いましょう！ 

水稲情報 

農作業中の熱中症を予防しましょう！ 

農作業中の熱中症事故の多くは 1人作業で発生しています。 

命を守るためにも声をかけあいましょう! 
 

○予防ポイント 

・暑さを避ける          ・こまめな休憩と水分補給 

 

 

 

・単独作業は避ける            ・熱中症対策アイテムの活用 

農林水産省「熱中症対策」→ 
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図 1 平均気温・日照時間・降水量 

（令和 8 年つくば市館野アメダスデータより）（平年値は R3～R7） 
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７～９月 

夏の熱中症等対策声かけ期間！ 

 



図２ 幼穂長の測定方法 

（２）水稲（コシヒカリ）の生育状況（田植え後 70日頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今後の管理 

ポイント１ 幼穂の長さを測定し（図２）、出穂期までの日数を予測しましょう（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コシヒカリの生育は、平年値（過去５ヶ年平均）と比べ、草丈は低く、茎数は少なく、葉

色は概ね平年並みの傾向です。 

※平年値は、過去 5年間の数値より算出。 

 

＜今年の出穂予測＞ 7月 26～28日頃 ※調査時の幼穂長は、6.7～24mm 

＜平年の出穂期＞   7月 22～23日頃 

 

コシヒカリ ～７月９日調査結果～ 

株の中で一番長い茎を

抜いて調べる 

幼穂

長 



イネカメムシ幼虫 イネカメムシ成虫 

表１ 幼穂長を用いたコシヒカリの出穂期予測法 

 

※表中の数値は出穂期までの予測日数を表す。 

 

ポイント２ イネカメムシ対策 

【発生・被害】 

斑点米を発生させる他、出穂期に籾を加害することにより、不稔米を発生させます。 

 

 

 

 

 

 

【対策】 

  他の斑点米カメムシ類と異なり、穂揃い期以降ではなく出穂期に防除することが重要。 

 今年も昨年に引き続き、出穂前の水田でも発生が確認されているため、遅れないように防除

しましょう。 

イネカメムシの生態

6月下旬～

出穂前から水田に侵入

7月中下旬

早生品種を加害

7月下旬～8月中旬

中生品種を加害

高温により、

①～③を3回繰り返すことも

越冬場所へ移動
8月下旬

晩生品種を加害

成虫が水田に侵入

①水田内で産卵

②幼虫として穂を加害

③成虫として穂を加害

農薬を使用する際はラベルを必ず確認しましょう！ 

イネカメムシの薬剤防除 　多発水田では、防除は２回実施しましょう！

１回目　成虫の飛来期 …この時期に集中的に加害されると

　（出穂期～穂ぞろい期） 　不稔（青立ち）になり、減収につながります。

２回目　幼虫の発生初期 …この時期に集中的に加害されると

　（乳熟期：出穂後10～15日頃）　斑点米の発生につながります。

カメムシ防除を乳熟期・出穂期の２回実施しましょう！ 



 ポイント３ 間断かんがいで乳白米の発生軽減 

①出穂期まで：３～４日程度湛水管理（入水後、自然落水）し、落水状態で１～２日程度保つ

というサイクルを繰り返します。 

②出穂期以降：湛水の継続日数を２～３日とし、自然落水と入水を繰り返し、落水後は田面が

乾く前に入水しましょう（図３）。常時湛水や、田面が完全に乾くほどの水分不足にならない

ように気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

③成熟期前：早期落水は品質低下（乳白粒や胴割れ粒など）につながりますので、「間断かん

がい」はできるだけ出穂後 30日まで続けてください（最終入水は出穂期から 27日以降にな

るようにしましょう）。 

 

ポイント４ 生育診断による追肥 

生育状況に応じた追肥は、収量の向上や、整粒歩合の向上につながります。 

 

表２ 主な品種の生育指標値と追肥量 

品種名 確認する時期 生育指標値 
左記のように生育した 

場合の追肥量 

あきたこまち 
①移植後 50日 

②移植後 60日 

①茎数 500～650本／㎡ 

②茎数 500～600本／㎡ 

葉色 3.5～4.0程度 

出穂前 18日頃に 

窒素 2～3kg/10a施用 

ふくまる 移植後 55～60日 

草丈 65～70cm 

茎数 500～550本／㎡ 

葉色 3.6～4.0程度 

出穂前 18日頃（幼穂長 5～10mm）

に窒素 3kg/10a施用 

コシヒカリ 出穂前 20日頃 
草丈 80cm以下 

葉色 4以下 

出穂前 15日頃に（幼穂長 30mm）に 

窒素 1～2kg/10a施用 

にじのきらめき ～出穂期 SPAD40以上 

SPAD40を下回る場合、 

出穂前 30～25日（幼穂長 1mm）に 

窒素 2～3kg/10a 

出穂前 14日（幼穂長 4cm）に 

窒素～2kg/10a 

夢あおば 出穂前 25日頃 

草丈 71cm以上 
出穂前 20日頃に 

窒素 3～5kg/10a施用 

草丈 71cm以下 
出穂前 20～25日頃に 

窒素 5～７kg/10a施用 

図３ 出穂期後の間断かんがい 
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図１３　間断灌漑法の実施イメージ
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図１３　間断灌漑法の実施イメージ
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